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桜山キャンパス（川澄）



滝子キャンパス（山の畑）



田辺通キャンパス
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…… 名古屋市立大学 60年の歩み ……

・名古屋市議会において名古屋女子医科大学と名古屋薬科大学を統合して、名

古屋市立大学を設置する旨議決

・ 名古屋市立大学設置（旧制医学部入学定員４０名、新制薬学部入学定員８０名）

・薬学部位置変更

（鳴海町から市内瑞穂区田辺通３－１、及び同区萩山１－１１へ）

・新制医学部医学科設置

（入学定員４０名）

・医学部進学課程設置に伴い、同課程及び薬学部一般教育系列の教育を行う教

養部を設置

・川澄地区（当時は名古屋大学経済学部）の土地建物取得について、名古屋市

と名古屋大学との間で土地建物交換覚書を取り交わす

・附属高等厚生女学校を名古屋市立大学看護学校と改称

・薬学部に薬学専攻科設置（入学定員９名）

・大学本部を川澄キャンパスへ移転

・旧制医学研究科に学位論文審査権附与
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・ 学部を畑・大赫煅 学 科 猵 設稚・ 退煅を俈嘗 Ñ院 x ヤツ 0き・紅斯嘆̝分i ó

・教養部を山の畑キΞ̝鼙追山
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展を期待する。

＜再生医療＞

　種々の疾患、あるいは手術により失われた臓

器機能を補う手段は従来臓器移植に限られてき

た。しかし脳死移植ドナーの限界により、救わ

れる生命にも限界があることが明らかとなって

いる。これに光をもたらすものとして再生医療

が脚光を浴びている。細胞や臓器の再生には

iPS 細胞などの多機能分化可能細胞の活用に

よってその可能性が大きくなっていることが期

待されている。しかし臓器の再生には非常に大

きなハードルがあり、筋道さえついていない。

この領域でのインパクトのある研究を目指して

基礎研究を推進する。

एऀɿ

　大学の力は人である。学生、若い研究者があ

ふれる大学こそ未来に羽ばたく活力の源であ

る。その活気をもって大学をとりまく多くの困

難な状況を克服し、明るい希望にあふれた大学、

医学研究科・医学部を目指す。

Ҭҩྍɺࣾձݙߩɿ

　初期研修制度により、若手医師が主として都

市部にある研修病院に集中した結果、研修病院

となれなかった、あるいは少人数の研修医のみ

が崩壊状態となっている。この結果、病院の整

理統合化など種々の対策が考えられている。名

古屋市立大学医学研究科・医学部としても自ら

の医療を充実することだけにとらわれず、大学

より運営されていることを重く受け止め、セミ
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　名古屋市立大学大学院システム自然科学研究科は、平成12年に「生

命科学」と「情報科学」を核として自然科学の諸分野を融合した新し

い学問領域を創造することを目指して設立された学部を持たない研究

科です。そのため、文・理を問わす様々なバックグラウンドを持つ学
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　名古屋市立大学設立60年を記念する記念誌の編纂が計画され、ここにようや

くその上梓までこぎつけるに至りました。ここに至るまでに、学内外の数多くの

方々に協力を頂き、多くの原稿と貴克




